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労働契約法改正案についての要望書
日頃、厚生労働行政への取り組みに心より敬意を表します。
私たち、働く女性の全国センターは、2007年1月に結成されたＮＧＯです。2007年5月から、五十日に、フリーダイヤルによるホットラインを常設し1975件（2012年6月１日現在）の相談を受けてきました。現在、国会に上程された、労働契約法の一部を改正する法律案について下記のように要望いたします。
１．有期労働契約の期間の定めのない労働契約への転換について（法第18条）
（要望）5年継続の条件をせめて3年に改め、上限期間を超えた翌日から自動的に無期に転換すること。
（理由）現在、契約期間は、1か月契約等、細切れ化しており1年間に12回以上の契約更改を繰り返すという労働者が増大している。現行の1回の有期労働契約期間の上限3年を上回る5年を無期転換の条件とする事によって有期労働契約が増大することが予測されるため。
（要望）一時的・臨時的ではない業務の不更新条項の禁止
（理由）すでに、公務員職場の非常勤職員の業務が日常的に存在し、臨時的・一時的の業務ではないのにも関わらず3年契約・不更新条項が付けられていた契約を散見するが、今回の法改正を先取りするような5年契約に不更新条項を盛り込む動きが出てきている。このようなやり方は、クーリング期間を設けることと同様、雇用の不安定化を促進することが予測されるので反対である。
（要望）クーリング期間の廃止
（理由）すでに、学校職場などで夏休みの期間の1か月を退職したこととし、毎年退職と復職を繰り返させる方法で、有給休暇の繰り越しや、勤続年数を加算しない権利侵害が起きており、今回の法改正案は、このような不合理な権利侵害を追認し、合法化することになる。
（要望）厚生労働省令で定めるのではなく、あらかじめ明示すること
（理由）上記の実態から、契約期間が短縮傾向にある中で、実質的に継続する業務に就いている労働者を一時的に雇い止め等にすることで、クーリング期間とし、本条項を悪用して無期転換逃れの権利侵害が発生することが考えられる。よって、厚生労働省令で期間を定めることには反対。また労働契約法に省令を入れることは、労働契約法の趣旨から外れる。
２．有期労働契約等の更新等（法第18条）
（要望）判例通り、判例の文言をそのまま引用すること。　
（理由）厚生労働省は、日立メディコ事件の判例と説明している。「二」は、判例通りの文言でないので変えるのが合理的である。
３．期間の定めがあることによる不合理な労働条件の禁止（法第19条）
（要望）「職務の内容の及び配置の変更の範疇その他の事情を考慮して」を削除すること。
（理由）この規定では、現行パートタイム労働法の3要件より広い解釈が可能になる。現行パートタイム労働法の3要件でも改善が求められているのに、「職務の内容」に責任の程度を解釈として追加し、その他の事情を追加するなど、不合理な労働条件の例外が今以上に拡大する危険が大であり、パートタイム労働法のさらなる後退に繋がる。期間の定めがあることによる不合理な労働条件禁止にとどめること。
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